
第ユ6回宇宙開発委員会イ定例会譲）議事次回

：L　日　時

2．場　所

3．議　題

4 資　科

委ユ6－i

委1・6＝一2

委16－3

委16「一4

肇16『5

委・r－6．

昭和47年ユ2月20日㈱
牛後2暗～4時

宇翻発類会会馨、

（1）陥和47年皮ユ～2月期ロケット打上げ

　実険計画について

（2）穐接放送磯条約について

前議議事要旨

哨和47年皮冬期ロケット打上げ実賊勢澗

一一
乱梶@　　　　’・

SES，ノートノ瓢．397～402

第咽爵ット打上げ撒計画書．

打上げ実験用ロ”ツトノート癒7

’直接放送：衛星条約について



●葺．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委16－1

　　第・5回宇翻発委員会健例会謝講要旨，

日時　略知47年12月13日㈱
　　　　　　午後2時～4時

場　所　　　宇宙開発二丁会会譲室

謎　題　　　（1）宇宙開発委三会技術部会報告について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　（2）学宙開発協力に関する欧州宇宙研究磯溝

　　　　　　　lESRO）との萎簡交換につい七

資　轡・　　　　　　　　　、　　　・

委↓5」ユ前

委15－2　宇宙開発委負今技術部会報告

委・5－3SErノニト燃56’M－4S－4実繍告

委ユ5－4’第6回ロケット打上げ実験報告書．

委ユ5－5　宇宙開発協力に関する欧州宇宙研究機溝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　《ESRO＞との書簡交i換について　　・

瓢　出席者

　　　宇宙開発委員会委員　　　　　　　　　山　県　昌　夫．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　網　島’　　毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　識　雅　夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八　藤　東　禧

　　説明者

　　　撚部会漁り分離長　　　佐貰亦男
　　関係省庁職員等

　　　科櫛興研猫整賑　　千集　博
　　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発饗鐸官

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　野　正　登

　　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長　野　口　　　節

　　　文部省大学学術局審議律　　　　　　笠　木　三　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘代瑠：鈴木）

　　　逓繭産来告重工采局次長’　　　北村昌敏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘代愁：角南）’

　　　気象庁総務部長　　　　　　　　　　’石’原　　一　明’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘代理：高谷一）

　　　鋤寵灘心癖紬　　高田静雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘代理：片桐）’

　　　二三大臣官房技術参事官　　　増岡康治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘代理3原　）

　　　東京大学宇宙航空研究所　　　　　　秋　元’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花　沢

◎
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6．山事要旨

（1）前回講事鮨について　　　’　　　・
　　　弟、引回宙醗委三会徒例会翻譲事要旨案が一部修

　　正の上承謝された。

　　　　　　　　　　　　ノ　（2）宇富開発委員会技術部会報告について∫

　　　宇四三委闘技徳1～舗告三三7鞍8～9月期
　　。ケヅト打上げξ願の融につ）・て）について順亦男技術

　　部会弟一分科会長から報告があり！以下の質疑応答が行なわ

　　れたのち、受理’され1た6

倣：鯛の打上げ黙ではM－4s・鯉トは一応の完成ρ

　　　段階回したことが、鋤られたが｛暫皇の麟性鋼騨

　　　『生じプと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、

　　　今後の醒の囲発に糺ては、今後＋分な購が必要であ

　　　ろう。

　　　第2號星の補については・甦におv・て今後の囎を

　　　図ることとして》｝るが、鰻の儲唄性・特に主要機能の信．

　　　頼性が十力確保されるよう配慮することが必要であろう。

　　　宇宙開発事采団につのでも信頼性確保にはさらに十分な手

　　　段を講じて欲しい。

　網島：エs－c等のロケッ玉門の配線のハンダ付嫉は、衛星内・

　　　部のハシダ付けに匹敵する桂皮の十分な注慧が払われてい

　　　るか。

　佐震：一般にbケ戸トの方が衛塁に比して注意が薙だという傾

　　　向はある。

亀

’

　　今回伽S－C型6騨のハン鮒けの醐については余剰

翻カミあったの働なかったこと等配慮酎輔が

　　あったと思われる。

（3）　ESROとの書簡二一について

　　宇幽賜力記する欧州宇F騨髄側ESR・）との書．

　両交襖について松元守科学技術庁研多巳禍考益局宇宙企画誤長から

　誰明があったのち、以下の質睡応答が行なわれた6

鵬：この交舩文では、ESR・ρ力IM国である個々の欧少罐．

　　園との協力は行なわれるか。

松元：ESR・全体と交わし鮫舩文でゴうるので・鰍の欧州

　　　溶卜畦1は対i象とならない。，

網島：ES：Rbとの協力で当面の謙題は伺か

松元：慨交襖の嚇象徳の1醗に附る交流が砂ら．鮪ρ

　網島：人材交流の話はないか。

　松元：話はあ為が今後の検討課熟である。

・八藤：エア爵ツトにつ呼の協力も考えられる下ろう9

　網島．：エアロサツトの現状はどうなっているか。

八藤：当初OE’ rR・と米国FAAを1椛・に話が進めちれていたカご｛

　　　その孫米胴は民闇企来レベルでの参加という方針に変わった

　　　ようだ。詳細にr訊ρては、来年1月中旬頃にESRO、米国、

　　・加で再肢話合いが行なわれる予定℃ある。

　　　　　　　　　　　　、
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